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お
遊
戯
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
藤
田
保
育
所

と

緑

風

園

藤田保育所の年長組の圃児と、緑風

園のおじいち ゃんおばあちゃんたちと

のサツマイモの収穫を祝叺交歓会が10

月24 日開かれました。５月､にいっしょ

に植えた苗が、この秋には大きな サツ

マイモとなり、緑風園のおじいち ゃん

たちが収穫してく れました。悪天候に

より園児たちの芋掘りはできなかった

ものの、こ れまで、愛情こめて育てて

く れたお礼に、園児からお遊戯のプレ

ゼントが贈ら れました。 収穫されたサ

ツマイモを 一緒においしくいただきま

した。

西大枝中部・徳江南部集会所が完成……………２

秋の叙勲・褒章で３名が受章……………………４
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集会所が新しく
徳江南部・西大枝中部集会所が完成

徳
江
南
部
集
会
所

徳
江
第
八
及
び
第
九
町
内
会
で

有
す
る
徳
江
南
部
集
会
所
が
改
築

さ
れ
、
十
一
月

。
凵
に
施
設
の
引

渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
町

内
会
の
集
会
所
と
町
の
消
防
屯
所

を
合
築
し
、
木
造
ダ
屋
建
て
建
築

而
積
一
Ｊ一

八
㎡

で
、
集
会
所
部
分

は
人
会
議
室
と
小
会
議
室
か
ら
な

り
、
屯
所
部
分
は
消
防
亟
庫
と
詰

所
か
ら
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
集
会
所
と
ゴ
。分
団

第
一
。部
屯
所
は
、
と
も
に
町
逆
瓦

号
線
改
良
に
よ

り
移
転
し
た
も
の

で
、
改
築
に
あ
た
り
合
築
し
た
こ

と
に
よ
り
非
常
時
に
は
防
災
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
有
し
ま
す
。

合築さ れて新しくなった 「徳江南部集会所

と 第３分団 第２部屯所」
引 継ぎ式で施 設の鍵が、建 築業者から冨永

町長と賀藤貞 徳江南部集会所建峻委員長に

渡さ れまし た。

中
部
集
会
所

西
大
枝
・
中
部
集
会
所
が
改
築
さ
れ
、

卜
月
一
。十
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
し

い
集
会
所
は
木
造
唹
屋
建
て

建
築
面
積
匕

八
、ｍ

で
、
集
会
室
や
鴻
沸

室
、
障
害
者
川
ト
イ
レ
を
兼
ね
備
え
た

近
代
的
施
設
で
す
。
玄
関
の
匕
に
は
「
岡

兄
中
部
災
会
所
」
と
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、

町
内
会
の
巾
央
部
と
な
る
西
人
枝
字
堤

下
地
内
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
の

集
会
所
は
昭
和
ト

ー
年
頃
に
姓
て
ら
れ

た
も
の
で
、
老
朽
化
に
よ
り
建

般
委
員

会
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
改
築
を
進
め

ま
し
た
。

地区の方々の熱意により立派に完成した｢中 部集会所｣

長

崎
大分

福島

全
国
国
見
町
物
産
交
流

ト

ー
月
九
・
十
日
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら

い
国
見
総
介
支
店
で
開

催
さ
れ
た
、
第
八
回
Ｊ
Ａ
ま

つ
り
の
一
角
に
「
大
分
・
艮
崎

国
見
町
交
流
物
産
コ

ー
ナ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
大
分
県
国
見
町
で
開
催
さ
れ
た
「
ち
よ
る
ち
ょ
る
祭
」

に
も
、
福
鳥
県
国
兄
町
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
営
、
当
町
の
り
ん

ご
【
ふ
じ
】
が
出
品
さ
れ
、
咋
年
に
引
き
続
き
三
町
の
特
産

品
に
よ
る
交
流
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
。町
へ
。
人
分
国
見
町

か
ら
は
。
み
か
ん
や
冷
凍
収
え
び

な
ど
が
、
長
崎
国
見
町
か
ら
は
か
ま
ぼ
こ
や
サ
ッ
カ
ー
関
連

の
お
菓
子
な
ど
が
出

品
さ
れ
、
早
い
も
の
は

。
凵
で
完
売
と

な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
大
分
に
出
品
さ
れ
た
当
町
の
り
ん

ご
六
十
箱
も
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

正 月 用､ 大 分県国 見 町産の｢ 活き 車エビ｣

〔3j 〕00円 から) など の ご 注文を12 月18 日

ま で承 ってお りま す。企画 商工 課ま でお 問

合 せく ださい 。【1? 585  ｰ 2927】



町
政
懇
談
会
が

始
ま
り
ま
す

今
年
も
み
な
さ
ま
の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る
、
町

政

懇
談
会
が
次
ぎ
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
政
全
般

へ
の
意
見
・
要

望
を
お
聞
き
す
る
も
の
で
各
地
区
毎
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
の
町
政
懇
談
会

町　政　懇　談　会　日　程　表

地　 区 � 期　 日 � 会　 場 � 畤　 間

小 坂 地 区 �11月22日(金) �観月台文化センター �午後１眄a}分～

藤 田 地 区

丿 一石Ｅ 芯Σを狗 す，�11
月28日(木) �観月台文化センター �午後１眄匐分～

森江野 地区 �11月29日(金) �森江野町民センター �午後１眄3〕分～

大木戸 地区 �12月２日(月) �大木戸ふれあい　　
センター �午後

１眄3)分～

大 枝 地 区 �12月４日(水) �東部高齢者等
活性化

センター �午後1  時 分～

平成14 年度

上半期財政状況
一般会計の執行率は44.4  %

期 日 定

財 か に
地

政 ら よ 方
状 九 り 白
況 月　’治
を 三 平 法
お1 一成 及
知 日|･ び
ら ま 四 町
せ で 年 条
し の 四 例
ま| こ月 の
す 半 一 規

計 で　 は 別 四 四 五 三 しｰ[･画
あ 各 下 会 ％ 百 ％ 百　｀七 一

通 り 会 記 計 一 五 ｙ 八 収 位 般
リ　゛計 の 及 の 十 攴1･ 人 二 会
執 各 と と び 執 九 出 四 済 千 計
行 事 も お 起 行 万 済 万 額 二 で
さ 業 適 り 偵 状 四 額 八 が 町 は
れ に 正 で 残 況 Ｔ･が 千 二 六　｀
て お な す 額 で 円 二 円1 ‥|‘ 予
お い 収 ゜に す 一 十 － 三 万 算
リ て 支　 つ　 り゚ 億 五 億 円 総
ま 概 状　 い 各 卜 九 〇 八 に 額
す ね 況　 て 特【?1千 ・ 千 対 四

・上半期特別会計の執行状況・ ･:車 位 ： 号 円,1

特別龠計名 �予算現額 �収入満額 �収入率190 �支出済饋 �執斤皐(％)

山 長 育英 財産 �660 �265 �40.2 �60 �9.1
公共下水道事螽�31 a752�1 , 597�43  ､ 0�1 .475�,  4

老　人　保　儲 �1.161.104�015 �4  & 2�46 れ 6 �39.1
国 民栽 廈保 険 �7 .016 �7  , 497�43.3 �296.114�.0
土 地阿 甃 事業 �307.900� 師 , 295�26r �S4､916�17.8

湯 水対 諭 施設 �70.  3 �4  , 513�6.4 �5.  図 3�7,1
貴田 簡易 水道 �9.  3 �3.6 �397 �4.2 �45,7

介　謹　保　瞶 �42.818�177.8 四�42.1 �1 .893�36.9
給 食 セン タ ー�S8.300�S2,129�59.0 �ｺ  47�36,4
大 木 戸財産 区 �170 �214 �125 ､ 9�56 �32.9

入 山 財 産 区 �10.000�5.4 �54.9 �5.021 �50､2
圃 田 附 母 区 �190 �194 �102.1 �49 �25.8

石毋田財産区一般会計�150 �109 �72.7 �52 �34.7

・一般会計上半期の財政執行状況・
【歳 入】 (攀 拉 ： 千円1

区　　 分 �予 算 璞 額 �収 入 演 饋 �収λ 車(Ｓ)

町　　　　 観 � 的 5 , S37�5  , 3 � ８１７

地 方 譲 与 扠 �74  , �4 ¶ �34､0

各 種 又 付 全 �150  , 38�71  , �47.7

地 方 特 剛 文 付 翕 �20000 �.614 �1  . 1

地 方 交 付 税�1  . 6.332�|  1. 9.507�7a.S

分担 金及 びＳ 担 金 �45  , 240�10  , 9 ﾊ�24.3

使用 祠及 び手 数利 �56  , 701�.2  為 �51,5

国 廠 亶 出 金 �167  `  9 � 引 .1 �18.6

囑　 支　 出　 盒 �276  , 9 � 為 , 3 �8.4

縵　　 入　　 全 �247555 �83 �0.0

縁　　 驢　　 金 �137.870 �137870 �18.0

闘 収 入 は 力1�733  ま 3�%  , 176�354

町　　　　 俑 �730300 � ０ � ０

合　　　　 針 �47  ` �2.3  , 148�.5

【歳 出 】 {●Ｓ：干円1

区　　 分 �予 皿 璞 額 �支 出 済 額 �執行率(釉)

議　　 会　　 費 �102.9 �9.474 �48  靆

綛　　 務　　 費 �1  , 677�9  , 5 �39.5

昃　　 生　　 費 �466  ｺ 79 �18  み 910 �40.3

衛　　 生　　 費 �742.  5 �.295 �48,9

農 鉢 水 麿 費 �704  ,  7 �125146 � ¶7.8

商　　 工　　 費 �33 蜀1 �30  ` �91.6

土　　 木　　 費 �2  掲 �1893 �36.4

消　　 防　　 費 �199.776 �12682e �63.5

軟　　 育　　 賢 �2  ､ 055 �5.7 �63.8

災 言 復 旧 費 �68.34 � ２鵬 �3､8

公　　 懾　　 費 �3.81 �3. �61.4

予　 偏　 費　 等 �5  70 � ０ � ０

合　　　　 計 � ・722 , �2  W4 �44.4

・水道事業会計・ 1舉 傀 ： 夸 円l

区　　分 � 収　　
入 �� 支　　 出

�予算璞鯖 �収λ 済舗 �予耳璞鶴 �支出済錢

収益的収支 �1  .998�.921 �18  , 8 �.  2
資本的収支 �36m � ０ �93 �4.6

・起債残高・
区　　 分 �９月亶冐Ｘ１４叫丶

一 般　 会 計 �4.2､248
上　 水　 道 �ｰ  .592

下　 水　 道 �1.78.325
合　　　　 針 �6.1  .165

(起債残高のうち､半
分以上の約34億円につ

いては、後年度地方交
付税に算入され。補助

される見込みです｡)



秋の叙勲奥山さん

斎藤さんへ栄誉

奥
山
健
一
元

副
知
事
へ

勲
三
等
瑞
宝
章

奥
山

さ
ん
は

昭
和
七
年

藤
田

に
生
ま

れ
、
昭
和

三
十
年

福
島
県

に
奉
職

。
股

政
部
長

や
総
務

部
長

を
歴
任

さ
れ
、
平

成
元
年

か
ら
五

年
間
に
わ

た
り

福
島
県

副
知
事

と
し
て

、
県
政

・
自
治
振
興

に
寄

与
さ

れ
ま
し
た

。

受
章

に
あ
た

り
奥
山

さ
ん
は

「
正

直
驚

い
て
い

ま
す
。
職

務
を
ま

つ
と

う
し

た
だ

け
で
す

か
ら
。
」

と
謙
虚

に
、

四
十
有
余

年
の
行

政
マ
ン

と
し

て
『

公
正

を
旨
と
し

、
私
心
が
入

ら
ぬ

よ
う
心
掛

け
た

と
振

り
返
り
ま

し
た
。
現

在
は
各

要
職
を
離

れ
ら

れ

「
よ

う
や

く

国
見

の

住

民

に
な

れ

た
よ

う
で

す
。
」
と

自
宅

で
安

ら
ぐ

時
間

が

持
て

る
こ

と
を

楽
し
ま

れ
て

い
る
ご
様

子
で
す

。

齊
藤

久
前
教
育
長
へ

勲
四
等
瑞
宝
章

齊
藤
さ
ん
は
昭
和
七
年
貝
Ⅲ
に
生
ま
れ
、
昭
和

三
十
一
年
に
教
員
と
し
て
福
鳥
県
に
本
職
、
安
積

第
气

福
鳥
商
巣
高
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
嘔
成
五

年
に
は
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
初
代
館
長
に
、
更

に
六
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
二
期
六
年

に
わ
た

り
国
見
町
教
介
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
「
皆
さ
ん
か
ら
桁
導
い
た
だ
い

た
集
大
成
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
、
教
貝
時

代
の
思
い
出
と
と
も
に
「
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ー
ト
川
や
町
教
育
振
興
に
携
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
こ
の
う
え
な
い
幸
せ
」
と
回
顧
さ

れ
、
町
民
の
皆
様
に
育
て
ら
れ
。
支
援
い
た
だ
い

た
鵬
と
感
謝
の
寺
‥
葉
を
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

秋 の褒 章

遠藤忠重さんへ

黄 綬褒 章

そ
の
道
一
筋
に
業
務
に
精
励

し
、
模
範
で
あ
る
方
を
対
象
と

す
る
黄
綬
褒
章
に
、
遠
藤
忠
皿

さ
ん
（
山
根
）
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
中
学
卒
業
と
と

も
に
家
業
の
石
材
業
に
従
嘔
し
、

五
十
有
余
年
に
わ
た
り
こ
の
道

一
筋
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
強

度
を
高
め
る
た
め
。
ラ
ー
メ
ン

エ
法
を
い
ち
早
く
導
入
し
耐
震

性
に
優
れ
た
工
法
の
確
立
、
工

具
の
改
良
な
ど
を
考
案
し
作
業

効
率
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

受
恥
に
あ
た
り

『
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
』
と
述
べ
、
お
客
さ

ん
か
ら
誉
め
て
い
た
だ
く
の
が

何
よ
り
も
う
れ
し
く
て
と
、
そ

の
一
心
で
石
材
業
一
筋
に
励
ん

で
き
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
日
本
を
代
表
す

る
卓
越
技
能
者
と
し
て
大
匝
表

彰
を
受
賞
、
県
石
材
業
協
会
や

全
国
石
材
技
能
士
会
の
役
員
を

務
め
、
軟
石
石
材
業
外
が
厳
し

い
時
代
だ
け
に
技
術
は
次
に
伝

え
た
い
と
、
後
継
者
の
育
成
・

指
導
に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

統計業務に尽力
佐藤　俊雄さん

佐藤喜久雄さん
へ県知事表彰

佐藤俊雄さん

佐藤喜久雄さん

十
月
二
十
四
日
に
二
本
松
市
で
開
催
さ
れ

た
第
五
十
一
回
福
島
県
統
計
大
会
に
お
い
て
、

佐
藤
俊
雄
さ
ん
（
泉
田
上
）
と
佐
藤
喜
久
雄

さ
ん
（
北
部
）
が
福
島
県
知
事
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
と
も
に
町
統
計
調
査
委
員
と

し
て
3
0年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
統
計
業
務

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
富
田
正
児
さ

ん
（
第
十
二
）
と
赤
坂
正
弘
さ
ん
（
内
谷
西
）

へ
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

小西絹子さんへ

県知事感謝状
10月30日 福島 市で 開 催され た、第56回

福島県 社 会福 祉大会におい て、 小西絹 子

さ ん（ 大町 南）に福

鳥県知 事感謝状が贈

呈さ れました。 小 西

さ んは 嘔成４年から

民生 ・児童委員とし

て社 会福祉の増進に

尽力さ れた功紋によ

り ます。



平成15 年４月から 障害者福祉

支援費制度が始まります

利用者の立場に立ったサービスの提供ができる制度を目指し

て平成15年4月から障害者福祉制度がこれまでの措置制度から支

援費制度に変わります。

支援費制度とは
支援費制度とは、障害のある 方が自分で サービ スを選択し、契約によリサービ スを利 用

する仕組みです。

措置制度と支援費制度の違い

支援費制度 (平成15年４月から)

利用者が市町村から
支援費支給決定を受
けた後、
事業 者・
施 設 を 自

ら選択し、契
約 に よ っ て
サ ー ビ

ス 召

利 用

す る 。

措置制度 (現在の制度)

措置権者（県､ 市町
村）が、対象者の
意向やニーズを
判断し てサ
ービスの提
供旡を決
定する。

支援費制度の対象となるサービス

ぺ 居宅生活支援サービス 施設馴練支援サービス

身体障害者福祉法
・身体障曹者居宅介護等事業（ホームヘルプ）
・身体障客者デイサービス事業

・身体卿害者短朋入所事業（ショートステイ）

・身体障害者更生施般
・身体障富者授産施設

(小規模通所授産施設を除く)
・身体障害者療護施設

知的障害者福祉法
｜

・知的障曹者居宅介護等事業（ホームヘルプ）
・知的障害者デイサービス串業

・知的障害者短期入所事業（ショートステイ）
・知的陣害者地域生活援助事業（グループホーム｝

・知的障害者更生施
設

・知的障害者授産施設

(小規模適所授産施設を除く)
・知的障害者通勧寮
・心身障害者福祉協会が設簿する福祉
施設

児 童 福 祉 法
・児童居宅介護等事菓（ホームヘルプ）
・児鹽デイサービス事業
・児童短朋入所事業（ショートステイ）

※障害児の施設サービスは措幽制度の
ままです。

サービス利用の手続きは？
①現在､ ホームヘルプな どの在宅サ ービスを受けられてい

る方は、平成14年度中に申請手続 きが必要となり ます。

②現在。施設に入所･通所されている方は、平成15年度中

に申請手続きが必要になります。

③新たに施設への入所･辿所、ホームヘルプ、ショート ス

テイ等をご希望の方は お早め に申騎してください。

※児童福祉法に基づき、施設へ入所・

通所されている方、障害者の方で介護

保険制度の施設への入所・通所、ホー

ムヘルプ、ショートステイ等のサービ

スを利用されている方については従来

と変更ありません。

問い合わせ
保健福祉課福祉係　585-2793



白
寿
の
祝
い
五
十
嵐
リ
ヨ
さ
ん

満

九
十

九
歳

を

迎

え
た

五
十

嵐
リ

ヨ

さ

ん
（

鶉
町

）
へ

、
十

月
二

十

五
日
の

誕

生

日
白

寿

の
祝

い
が

届

け
ら

れ

ま
し

た
。
Ｍ

永
町

長

か
ら

「

お
め

で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

元
気

で

家
族

と
暮

ら

せ

て
喜

ば
し

い
こ

と

で
す

。

来
年

の
百

歳

に

も
ま

た
寄

ら
せ

て

い

た
だ
き

ま

す
。
」
と
町

条
例

に

よ

る
敬
老

祝

い
金

が
贈

７

さ

れ
。
佐

藤

忠

美

議
長

か
ら

は
花

束

が

贈
ら

れ

ま

し
た

。

．Ｅ皿
卜
嵐

さ
ん

は
明

治

三

卜
六

年

生
ま

れ
で

、
現

在

足

と

耳

が
不

自
由

な

も
の

の
、

い

た
っ
て

元

気
で

、

鴬
色

の
着

物

を

お
召
し

に
な

り
し

っ

か
り

と

し

た
表

情
で

お
礼

を
述

べ
ま

し

た
。

｢金ばれん｣ご協賛

ありがとうございました

国
見
町
消
防
団
が
今
年
丘
月
に
受
賞
し
ま
し

た
、
福
島
民
報
社
「
金
ぱ
れ
ん
」
に
関
し
、
町

内
外
の
多
く
の
皆
様
か
ら
多
額
の
協
ｎ

を
お
寄

せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
を
申
し
匕

げ
る
と
と
も
に
、
収
支
決
算
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

国見町消防団金ばれん
受賞協賛金収支決算書

収入の部 (単位：円)

広告協賛金 �228件6.590,000

i 色以介の靈賢合 �136件1  .927.513

会費・御祝 �333､000

合　　 計 �8.8  印 .513
支出の部 (単位：円)

祝 賀 経 費･'

呪i` 会、kl念＆．

バンンレ･.･卜萼.･ �3､294.
 2

広 告 科 �4  2 .

ヶ 一 ス 代 �21  1 . 315

その他の鰹費 �84.  5

合　　 計 �8  , 図 0.917
衣支雇引哩笛吹Ｓ,叭如咄冫. Ｊ呎 靤以９哨のに

め．町へ寄附いたします．

歌
や
お
ど
り
を
取
り
入
れ
た

一
年
生
の
劇
「
お
む
す
ぴ
こ
ろ
り
ん
」

小
坂
小
学
校
【
十
一
月
九
日
】

こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
総
介
的

な
学
習
の
成
果
を
盛
り
込
み
、
児
童
自

ら
考
え
、
工
夫
し
て
発
表
会
を
つ
く
り

あ
げ
ま
し
た
。
三
年
生
は
ク
イ
ズ
を
織

り
交
ぜ
、
小
坂
の
昔
話
「
子
育
て
地
職
」

を
題
材
に
、
五
年
生
は
米
づ
く
リ
体
験

に
協
力

い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
へ
の

感
謝
を
込
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
六
年

生
は
「
ふ
る
さ
と
小
坂
ニ
ュ
ー
ス
」
と

題
し
、
国
見
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す

く

解
説
、
先
生
に
よ

る
介
奏
で
は
、
マ
ン

ド
リ
ン
や
ギ
タ
ー
な
ど
先
生
の
新
た
な

一
而
を
披
露
し
ま
し
た
。

藤

田
小

学

校

【
十
月
二
十
七
旦

学
年
毎
に
「
心
を
合
わ
せ
て
元
気
よ

く
」「
ひ
び
け
歌
声
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ

を
設
け
、
歌
や
合
奏
、
劇
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
力
い
っ
ぱ
い
の
演
技
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
六
年
生
六
十

名
に
よ
る
創
作
劇
「
国
見
ニ
ュ

ー
ス
」

で
は
ニ
ュ

ー
ス
番
組
形
式
で
国
見
の
歴

史
や
未
来
を
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
に
再
現

し
ま
し
た
。

。二
年
生
の
「
よ

う
こ
そ
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
匪
界
へ
」
で
は
お
馴
染
み

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
、
舞
台
い
っ

ぱ
い
に
歌
や
介
奏
、
ダ
ン
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

四

年
生
の
リ
コ
ー
ダ
ー
奏

心

一
つ
に
、

美
し
い（

Ｉ
Ｉ

Ｔ
を
譽
で
ま
し
た



一
年
生
の
劇
「
大

き
く
な
れ
、
さ
つ
ま

い
も
」
大

道
具
も
み
ん
な
で
っ
く
り
、

元

気
い
っ
ぱ
い
の
漬

技
で
す

四
年
生
の
「
津

軽
は
ね
太
鼓

」
津
軽

三

味
線
の
曜
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
新
し

く

な
っ
た
太
鼓
を
元
気

に
響
か
せ
ま
し
た

森
江
野
小
学
校
【
十
月
二
十
五
日
】

卒

業
生
の

杉
本

綾
子
さ

ん
作

詞
の

「
海
の
メ
ル

ヘ
ン
」
を
全
貝
で
合
唱
。

森
江
野
幼
稚
園
の
園
児
も
加
わ
り
、
各

学
年
毎
の
力
い
っ
ぱ
い
の
演
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
四
・
瓦
年
生
の
含
奏
で
は
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
に
挑
戦
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。「
表
現

力
を
つ
け
よ
う
。
」
を
テ
ー
マ
に
、
六
年

生
の
創
作
劇
「
歴
史
探
訪
」
で
は
。
夕

イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
て
各
時
代
の
歴
史

的
出
来
収
を
再
現
、
こ

れ
ま
で
の
学
習
‥

を
基
に
児
煢
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
介

っ
て

台
本
や
衣
装
、
人
逆
具
を
ｒ
‥人
し

準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

大
枝
小
学
校
【
十
月
二
十
日
】

組
合
立
人
枝
小
学
校
で
は
責
任
あ
る

係
り
活
助
を
す
す
め
、
児
呶
全
ｎ

で
允

衣
会
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
瓦
年
唯
は

総
合
的
学
習
で
取
り
組
ん
だ
、
地
区
に

伝
わ
る
大
條
太
破
・
川
内
太
鼓
を
も
と

に
創
作
太
鼓
「
わ
れ
ら
の
時
代
太
鼓
」

を
披
磁
し
ま
し
た
。
六
年
生
の
劇
「
条

約
改
正
」
で
は
、
社
会
科
で
学
ん
だ
近

代
日
本
の
夜
明
け
を
劇
化
、
シ
ナ
リ
オ

か
ら
書
き
上
げ
学
習
の
定
着
を
図
り
ま

し
た
。
全
校
生
一
〇

。
名
が
心
一
つ
に

し
て

歌
う
「
少
年
時
代
」
は
、
歌
の
活

動
の
集
大
成
匸

兀
気
な
歌
声
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

学習発表会
大
木
戸
小
学
校
【
十
月
二
十
七
日
】

あ
つ
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
題
し

て
、
ス
テ
ー
ジ
発
衣
と
と
も
に
教
室
で

「
秋
祭
り
」
に
ち
な
ん
だ
出
店
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
一
人
一
人
が
発
表

の
役
割
を
分
担
し
、
全
校
生
五
十
七
名

が
一
丸
と
な
っ
て
立
派
に
表
現
し
ま
し

た
、
片
話
や
地
区
の
方
の
バ
ン
ド
演
奏

も
盛
り
込
み
、
多
彩
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
演
出
し
ま
し
た
。
四
年
生
は
学
習

し
た
「
生
活
の
ｒ
‥
夫
」
を
劇
で
再
現
、

六
年
生
の
劇
「
か
太
と
屯
太
」
は
Ｆ

ば

つ
に
喘
ぐ
村
を
救
う
不
思
議
な
少
年
の

物
語
、
小
学
校
最
後
の
発
表
会
を
精
一

杯
に
演
じ
ま
し
た
、

県
北
中
で
は
柏
葉
祭

第

。。。
卜

四
回

柏
葉

祭

は

卜
月

二

十

一

日

の

「
柏
葉

の
災

い
」
で

開

幕
し

。
「
駆

け

抜

け

ろ
！

未

来
と

い
う

名
の

僕

ら

の

未

来

を
！

」

を
テ

ー

マ

に

開
催

さ

れ

ま

し

た

。
各

陪

の

多
目

的

ホ

ー
ル

に

は

総

合

的

な
学

習

で

取

り
糾

ん

だ
研

究

成

果

が

展

示

さ

れ
ま

し

た
。

二
十

五

日

に

は

体

育

館

ス
テ

ー
ジ

で
、

英
語

劇

や

英

語

弁

論

の
発

表

、
人

分

県

国

見
町

訪

問

の

報

告

が

な

さ
れ

、
介

唱

コ

ン

ク
ー

ル

優

秀
ク

ラ

ス

の
発

表

も

行
わ

れ

ま
し

た
。

ニ

ト

丘
囗

午

後

の
球

技

大

会
で

フ

ィ
ナ

ー
レ

を

迎

え
、

生
徒

会

役
貝

の

引

継

ぎ

で

閉

碓
し

ま
し

た
。

四
・
五
年
生
の
合
奏

練
習
を
禎
み
重

ね
、
表
情
の
違
っ
た
三

曲
を
奏
で
ま
し
た

学

年
毎

に
テ

ー
マ
を
設

け
、
そ

れ
ぞ

れ

ク
ーフ
ス

ご
と
に
研

究

を
進
め

た
、
総
合

的
な
学

習
の

中
間
報

告



1
0
月
の

グ
ラ

ビ
ア

熱
き
意
気

た
ぎ
ら
せ
　

鹿
島
神
社
例
大
祭

神
輿
と
４
台
の
ヤ
タ
イ

片山
車
）
が
激

し
く
ぶ
つ
か
リ
合
う
、
町
の
代
表
的
な
秋

祭
り
鹿
島
神
社
例
大
祭
が
．
1
0月
1
9‐
2
0

日
勇
壮
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
日
中
は
藤
田

商
店
街
を
露
天
が
軒
を
連
ね
．
神
輿
が
神

社
に
戻
る
2
0日
の
夜
、
祭
り
は
最
高
潮
を

む
か
え
ま
す
．
若
者
た
ち
は
あ
つ
い
意
気

を
た
ぎ
ら
せ
、
夜
1
0眄
．
神
輿
が
参
道
を

駆
け
あ
が
る
と
祭
り
も
幕
を
閉
じ
ま
す
・、

古
き
よ
き
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
眄
代
を
彩
っ
た
名
覃

た
ち
の
察
典
ラ

ー
フ
ェ
ス
タ
　
ミ
ツ
レ
ミ
リ
ア
2
0
0
2

が
行
わ
れ
。
ル

ー
ト
と
な
っ
た
小
坂
地
区
を
1
0

月
佃
日
通
過
し
ま
し
た
。
1
9
2
0

～
6
0年
台
に
製

造
さ
れ
た
往
年
の
名
車
約
１
０
０

台
は
、
軽
快
な
エ

ン
ジ
ン
音
と
と

も
に
小
坂
峠
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

往年の名車が連ねる

塚野目ロードレース大会

10月20日塚野目スポーツ振興会;:菊地敏裕

会長.Iが主催する。第13回塚野目ロードレ ー

ス大会が行われ､６田門に約100名のラン ナ

ーが健脚を竸いました｡ 塚野目集会所をスタ

ートし 塚野目地内を巡り同所へ戻るコース

で｡秋空のもと沿道からの声援を受けながら 、

走り終えると豚汁が振舞われ､五郎内神社参

拝ウォークラリーが行われました。

人
権
擁
護
委
員

宍
戸
惣
兵
衛
さ
ん
が
再
任

人権擁 諞委員

に宍戸 惣兵衛さ

んが再任され,こ

のほど 蚕嘱状が

伝達されました。

人権擁護 委員

は,网議会での同

意のもと法務大臣から委嘱され，い

じめや差別，体罰など基本的人橿を

犯１ さまざまなことを・ 視，敦済し 。

人権に関する悩みや心配ごと等の相

談を行っています。

宍戸惣兵衛さん?1 5  ｰ 4201

税に関する

作品コンクール
税金についての理解と意

識高揚を図るため｡「税に関

する作品コン クール」を例

年実施しています。今年は、

震の部に197点､ 標語の部に312

点の 応募があ り、次の

方々が入選されました。

税
に
関
す
る
作
品
入
選
者

婁
の
部

▽
最

優
秀

賞
（
福

島
税
務
署
長
賞
）

＝
渡
邊
奈
津
昊
（
県
北
中
）
斎
藤

紀

子
（
県

北

中
）
蓬
田

起

代

子

（
森
江
野
小
）
▽
国
見
町

長
賞
卜

後
藤
知
香
子
（
県
北
中
）
大
沼
隆

博
（
藤
田

小
）
大
津
　

葵
（
藤
田

小
）

▽
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局

長
賞
Ｈ
八
巻
彩
乃

（
藤
田
小
）

標
語
の
部

▽
最
優
秀
賞
（
福
島
税
務
署
長

賞
）

卜
玉
木
利

萸
（
県
北
中
）

▽
国
見

町
長
賞

＝
八
巻
七
重
（
県
北
中
）

村
上

真
哉
（
藤
田
小
）
阿
部
恭
子

（
小

坂
小

）
松
浦
礼
佳
（
大
木
戸

小
）
石
幡

圭
一
郎

（
藤
田
小
）

▽

福

島
県
県
北
地

方
振
興
局
長
賞

卜

佐
藤
智
哉
（
県
北
中
）

最　優　秀　賁

税金を 納めて安心

歐かな未来　　玉木利英さん



国
見
网
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
．
1
0月
1
5日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
し
て
、
広
く
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ

す
る

た
め
．
藤
田
駅
に
お
い
て
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
広
報
活
動
を
宸
間
し
ま
し

た
．
ま
た
、
奉
仕
作
業
と
し
て
徳
江

大
橘
付
近
の
除

草
な
ど
棊
仕
活
動

も
行
わ
れ
．
同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
町

民
の
皆
様
の

積
極
的
な
ご
利
用
を
」

と
0
9び
か
け
て
い
ま
す
．

シルバーの日 理解と活用を呼びかけ

お 弁 当 を ど う ぞ

民生児童委員による　
高齢者への弁当宅配

11月9･1{}日に町高齢者等給食

配食事業として,２人専らし の高
齢者世帯及び１人暮らし のお年

寄りの方を対象とし て 弁当を宅

配されまし た，民生児童委員の
方々の 協力により ，約1()0名に弁

当が届けられ。たいへん嚢ばれました｡

ふれ愛グループでも

ＪＡ ふれ愛グループさ

くら会･l,佐藤直子会長; で

もコ0 月23日手作リのまご
ころ 弁当宅配をおこない

ました｡

義
経
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

町長賞に輝いた佐藤吉継さんの
｢戒厳を放つ義経｣

まちづくリ推進協議会が主催１ る ．「義

経まつリフォトコンテスト」において､100

点の応募の中力ヽら.最優秀賞の国見E!J長賃

に佐藤吉継さん:I桑折町､;の「威阪を放つ

嚢経」が選ばれました.､また、侮秀賞: 推
進協議会長貫）には

徳 江賢一さ ん:,第9
で･の「武者行列」

が，また十点が入選
し.11 月３日の表彰

式において．表彰状

と 記念品 が授与さ

れまし た．

●･徳江賢一さんの
｢ 武者行列｣

県北中クリーンキャンペーン

県北中学校では10月10日クリーンキ

ャンペーンとして ．公共施設や通学路

などの清掃作業を行いまし た. 生徒は

班編成により河内各所に分かれ．駅や
公園 、病院などをはじ め．通字路とし

て利用している道路に捨てられたゴミ

を拾い集めまし た.､集められたゴミは

軽トラック1台にもなり.国見ライオン

ズクラブの方々の協力で分別・処分さ
れました.

栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
マ
ナ
ー
を

身
に
着
け
よ
う

バ
イ
キ
ン
グ
給
食

自
分
の
適
に叭
を
知
リ
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
亊
を
自
ら

選
択
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
よ

う
と
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
が
各

小
学
校
の
六
年
生
を
対
象
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
0月
2
8日
に
は
森
江
野
小
学
校
で
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
十

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
バ

イ
キ
ン
グ
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
話
を
洲
い
た
後
、
児
童
た

ち
は
阻
に
盛
ら
れ
た
パ
ン
や

お
に
ぎ
り
、
オ
ム
レ
ツ
や
（

ン

バ
ー
グ
な
ど
選
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
食

べ
ら
れ
る
分
叺
を
、
好

き
な
も
の
だ
け
と
り
過
ぎ
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
な
が
ら
も
、
お
代
わ
り
は
自
由
で
す
。
食
べ
終
わ
る
と

「
食
事
カ
ー
ド
」
に
よ
り
、
食
べ
た
分
の
カ
ロ
リ

ー
計
算
に

よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
と
カ
ロ
リ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。



保健だより
i ●櫨祉iTi 傭ji血齔・１５Ｑ５)‘２カj;ﾖ

インフルエンザを

予防しよう！

インフルエンザを｢ たかが風邪の一種｣と考えていませんか？高齢者が感

染すると、持病を悪化させたり、合併症を引き起こし、重症化しやすくなっ

たりするので注意が必要です。
インフルエンザから身を守るためには正しい知識と日頃の予防が大切で、

予防の基本は､流行前に予防接種を受けることです。インフルエンザウイル
スは湿気に弱いので、室内では適度の湿度を保つようにし、また、外出時の

マスクの着用や帰宅時のうがい､手洗いはかぜの予防と併せてお勧めします。

町では昨年度に引き続き､65歳以上の高齢者を対象に伊達郡内の指定医療

機関において、インフルエンザ予防接種を4. 円のうち自己負担1 . 0円で

実施しております。ご活用ください。

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

・３か月児（平成14年９月生まれ）

・９か月児（平成14年３月生まれ） �
１月23日(木) � 午後1  時 分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

【健珍内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳．予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

二コニコ相談会

対　　 象　　 者 � 実 施　日 � 実 施 時 間 � 会　　 場

国見町在住の乳幼児及びその保護者 � １月17日(金) �午前９時30分～午前10時3〔}分 �
観月台文化センター

第１和室

【実施内容】身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。

（持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

”
心
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
よ
う
”

講

話
と
音
楽
♪
♪

「
健
康
な
心
の
状
態
と

は
」
、「
健
康
な

心
を

保

つ
た
め
に
は
」

な
ど
心
の
健

康
に

つ
い
て

考
え

。

さ
ら
に
障

客
の

有
無
に
か

か
わ
ら
ず
地

域
で
共

に
暮
ら
す
こ

と
が
で

き
る
よ
う
学
び
あ

う
機
会

と
し
て

、
下

記
の
と
お
り

講
演
会
を

開
催
い
た

し

ま
す
。

ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ

さ
い

。

・
日
時
・：
平

成
1
4年
ｐ
’月
1
0日
（
火
）

午
後
１
時
3
0分
～
４

時

・
場
所

…
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
　

大
研
修

室

・
内
容

講 話
「
心
の
健
康
に
つ
い
て
」

清
水
病
院
院
長
代
行
　
角
田

耕
也

先
生

ト ー ク と 演 奏
「
障
害
と
と

も
に
生
き
る
こ
と
」

フ

ォ
ー
ク
グ
ル
ー

プ

元
「
阿
呆

鳥
」

菊
池
　

章

央
　
氏

（
菊

池
　

章

夫
　

氏
・：
福

島
中

央
テ
レ

ビ

で

毎
週
土
曜
日

放
送
の

「
ゴ
ジ
て
れ
！
土

曜
版
」
に
出
演
し

て
い
た
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ

イ
タ
ー
の
方
で

す
）

申
込
み

方
法
・；
1
1月
2
5
日
（
月

）
ま
で
に

電
話
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
ｘ

の

い
す

れ
か
で

下
記
（
左
記
）

事
務
局
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

。

申
込
み
先
・
：
〒
９
６
０
‐
8
0
1
2

福
島
市
御
山
町
８
－
3
0

県
北
保
健
福
祉

事
務
所
内

福
島
県
精
神
保

健
福
祉
協
会
県
北
支
部
事
務
局

電
　

話
（
５
３
４

）
4
3
0
0

F
A
χ
（
５
３
４

）
４
３
２
｡
5



利用した覚えのない

国際電話の請求

ご注意くださ
い

海外にかだけ党えがないのに、国際電話の辿

話料を請求されるトラブルが発生しています。

これらの多くがインターネットを利川している

とき、知らないうちに接続ポイントを国内から

海外に変更されてしまったために発生している

ものです。

国際心話川線を使川した場合、電話サービス

契約のみなし規定により、名義人支払義務が生

じてしまうことがあるため、トラブル防止のた

め次の点に注意ください。

◆不用意にプロ グラムをダ ウンロ ードしない。

◆パソコンの設定(接続先)をこ まめに確昭 する。

◆一方的なソフト のダウンロ ード を防ぐための

ブラウザを設定する。

◆予防ソフト を利用する。

国際電話を利川しない場介は、川際電話不収

扱受付セ ンター（ｉ?01匐

－2101;4 ）へ連絡 し、休

止の 予続きをし まし よう。

-･人で悩 まず。県消費

生 活 セ ン タ ー（71521 －0999

）にご相談ください。

農業所得を標準で

申告されている皆様へ
震業所得標準については、比較的規模の小さい農家を対

象に農業所得金額の計算の目安として作成しておりますが、

平成14年分の確定申告から、次の種目 が順次廃止されます。

( 標準計算が廃止される種目)

H14 年分から

H15年分から

・りんご・きゅうり ・トマト

・生しいたけなど

・もも・干柿・専門野菜畑

昨年まで、震業所得標準により申告している農家の方で

も、上記の種目を作付けしている場合は、平成14年分以降

すべての作物について収支計算により農業所得を算出する
ことになります。

つきましては、下記により〈収支計算脱明会〉を開 催しま

すので、ご出席いただきますようお知らせいたします。

記録・書類は大切に!

次は確定申告時(収支

計算)に使いますので、

大切に保存ください。

①ＪＡの取引明細窖(マ

ネージメント)、販売

した農産物の出 荷伝

票、請求書、領収 書

(控)等

②目 家消費及び事業消

贊した農産物の 数量

の記録

③臨時雇人費､作業委託

費､ 土地改良区費､ 種

苗費､農薬費など経費

の領収書

収支計算説明会のお知らせ

と　き

ところ

内 容

12月５日(木)

午前10時～

ＪＡ伊達みらい

桑折総合支店

ふれあいセンター

記帳方法や収支計

諏による所得金額

の算出方法等につ

いての説明

お問い合わせ

福島
税務署

5  ー312

税務課課税係
田 5 ｰ

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

～
あ
な
た
の
情
報
が
決
め
手
で
す
～

最
近

、
全
国

的
に
殺
人

事
件

、
強

盗
事
件

と
い

っ

た
凶

悪
犯

罪
の
発
生

が
増
加

し
て
い

ま
す
。
県

内
に

お
い
て

も
、
増
加
傾

向
に

あ
り
、
外
国

人
に

よ
る

も
の
と
思

わ
れ
る
犯

罪
も

広
範
囲

、
組
織
的

に
行
わ

れ
て

い
ま

す
。

桑
折

警
察
署

で
は
、
本

年
の
業

務
推

進
の

輿
点

の

一
つ

と
し

て
「
犯
罪
の

未
然

防
止
」
を

掲
げ

、

パ
ト

カ
ー
に

よ
る
レ
ッ

ド
走
行

、
各
駅
前
で

の
駐

留

警
戒
な
ど

、
地
域
住
民

の
方
々

が

『
明

る
く

’

安
全
で

守一
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
』
の
た

め
、

継

続
し
て

諸
活
動

を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
、
発
生
し
た
犯
罪
に
は
、
早
期
解
決
を
目
指
し
て
、
徹
底
し
た
捜

査
活
動
を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

●
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！

手
配
犯
人
は
、
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
名
前
な
ど
を
偽
っ
て
住
み
、

次
の
犯
罪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
手
配
犯
人
に
似
て
い
た

ら
、
Ｉ
Ｉ
Ｏ
番
、
ま
た
は
、
近
く
の
警
尿
署
、
駐
在
所
へ
直
ち
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

事
件
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
を
Ｉ

お
か
し
い
、
怪
し
い
人
や
車
、
不
審
な
行
動
を
す
る
外
国
人
を
見
か
け

た
眄
は
、
深
夜
・
早
朝
を
問
わ
ず
Ｉ
Ｉ
Ｏ
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
Ｉ

捜
査
活
助
と
し
て
、
警
察
官
が
あ
な
た
の
家
や
職
場
に
行
っ
て
聞
込
み

捜
査
を
実
施
し
た
場
合
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
話
し
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
一
言
が
、
事
件
解
決
の
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
た
時
は
、
必
ず
届
け
出
を
Ｉ
・

第
二
の
被
害
防
止
と
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
勇
気
を
出
し
て
警
察

に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
情
報
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

桑
折
奮
察
署
刑
事
生
活
安
全
課

ｇ
5
8
2
1
2
1
5
1



インフォメーション

募
　
集

幼

稚
園
児
募
集

嘔
成
十

五
年

度
に
入

剛

す
る
園
児

を
募
災
し
ま
す
。

▼
対
象
児

童
・：
唹
成
九

年

四
月
二

日
か
ら
平
成
十

年

四
月

一
日

ま
で
に
生
ま

れ

た
児
童

▼
受
付

期
間
：
ト

ー
月
二

十
七
日
か
ら
ト

ニ

月
五
日

ま
で
（
土
、
日

を

除
く
午

前
九
時
か
ら
午

後

四
時
三

十
分
ま
で
。
）
▼
受

付
場
所
・：
藤
田
幼
稚

園
及

び
森
江

野
幼
稚
剛

▼
そ
の

他
…

◇
申
込
書
は
各

幼
稚

園
に

あ
り
ま
す
。

◇
印
か

ん

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

◇

森

江

野

幼
稚

園

で

は

制

服

注

文

も

受
け

付

け

ま

す

。

★

問

い

合

わ
せ

藤

田

幼

稚

剛

一`
ｌ（
５

８

５

）
2
3
3
4

森

江

野

幼

稚

園

ｌ`（

５

８

５

）
4
7
8

４

女
性
能
力
の
積

極
塰

９
　

（
推

進
企

業
を
募

集
）

厚

生
労
働
省
で
は

、
ポ

ジ

テ

ィ
ブ

ア

ク

シ

ョ

ン

（
女

性
労
働
者
の
能

力
発

揮

を
促
進
す
る

た
め

の
積

極
的

な
収
り
組
み

）
を
推

進
し

て
お
り
、
秋

極
的
な

企

業
を
表
彰
す

る
こ
と
に

よ

り
広
く
啓
蒙
普

及
を
図

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
女
性
の

採
川
拡
人
・
職
域
拡
大
・

管
理
職
登
用
・
職
場
環
境

の
改
善
な
ど
に
収
り
組
む

企
業
を
碌
集
し
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
は
次
へ
お

問
い
介
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
労
働
局
雇
川
均
等
課

い`（
５
３
６
）
4
6
0
9

勤

労
者

文

芸

コ

ン

ク

ー
ル

募

集

県
内
に
働

く
方
が
勤
労

の
余
暇
に
作

成
し
た
作
品

の
発
表
の
場

と
し
て
、
ま

た
、
文
化
向
上

を
図

る
た

め
文
芸
コ
ン

ク
ー
ル
を
開

熊
し
ま
す
。

こ
れ
に
出
展

い
た
だ

く
、
詩
や
短
歌

な

ど
の
作

品
を
募
集

い
た
し

ま
す
。

▼
募
集
部
門

…
次
の

四
部

門
に
よ

り
何

部
門
で

も
応

募
で
き

ま
す
。
①
詩

（
二

編
以
内

一
編
が
四
百

字
詰

原
稿

用
紙
三
枚
以
内

）
②

短
歌

（
五
甘
以
内

）
③
俳

句

（
五
句
以

内

）
④
川
柳

（
五

句
以

内
）

▼
応

募
資

格

…
県
内
で
働

く
方

の
創

作
で

未
発
表
の
作

品
▼
締

切
・
：
十
一
月
三

卜
日
▼
応

募
方

法
な
ど
詳
細
は

左
記

へ★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
6
0
1
8
6
7
0

福
島
県
庁
労
政
課
内

福
島
県
労
政
協
会

一`一（
５
２
１
）
7
2
9
6

危

険

物

事
故

防
止

‘

対

策

論

文
募

集

危
険
物
に
係
る
火
災
・

漏
え
い
等
の
嘔
故
は
年
々

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
。
消
防

庁
及
び
危
険
物
保
安
技
術

協
会
で
は
次
に
よ
り
危
険

物
に
関
す
る
事
故
防
止
対

策
に
関
す
る
論
文
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
論
文
…
危
険
物
及

び
そ
の
施
設
、
関
連
設
備

に
か
か
る
事
故
防
止
対
策

に
関
す
る
も
の
▼
応
募
方

法
…
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
Ａ
４
（
頁
当
4
0

字
×
4
0字
）
旧
枚
以
内
。

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
等

を
記
載
し
、
次
へ
応
募
く

だ
さ
い
。

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

危
険
物
保
安
協
会
　
危
険

物
等
事
故
防
止
技
術
セ
ン

タ
ー
　
企
画
調
査
課

〒
１
０
５
‐
0
0
0
1

東
京
都
虎
ノ
門
四
ｆ
目
3
1
1
3

g
0
3
（
3
4
3
6

）２
３

12月16日から
法務局から

会社・法人登記事務が

コンピュータ処理化
福島 地方法務局登 記部門 で取り扱っ

ている国見町、福島市、桑折町、伊達町

に本店･ 支店･ 主たる事務所を置く会社･

法人の登記事務は、平成14年12月16日 か

らコンピュータで 処理すること となり

ます。

コンピュータ処理にともない、登記簿

の謄本・抄本などの取扱いが次のように

変わりますのでお知らせいたします。

（　 現 行　）　　 （ｺﾝ ﾋﾟｭｰﾀ 処理）

登配簿の謄本･抄本　⇒　 登記事項証明書

代表者の資格証明　⇒　 代衷者事項証明書

登記簿の閲覧　　 ⇒　 登紀痢事項要約言

印鑑証明　　　　 ⇒　 現行どおり

詳しくは次へ問い合わせく ださい。

★福島地方法務局総務課又は登記部門

( 5 3 4 ) 囗

福島県最低賃金
(地域別最低賃金)の改正について

福島県の最低賃金が平成14年10月１日

から時間額のみとなり次のように改正さ

れました。

時 間額　６１０円
※日額の場合

日額÷所定労働時間≧610円
( 注) ８時間勤務 の方は日 額4,880 円以 上と

なり 、こ れ以 下の場 合は 違反となり ます。

詳しく は 福島労 働局賃 金室(  6  ｰ　4604)

又は 最寄の労 働基準監督 署に問い

合 わせく ださい 。



観月台文化センターで開設されます

お気軽にご相談< ださい

特設人権相談所開設
12月４日 から10日は 「人 権週間」と定められ、

全国各地で人 権思想､ 意義を訴え、普及高揚を図

るための行事が実施さ れます。

これにち なんで、日々の 生活の中でおこる 、い

じめや差別、体罰､ 家庭内や近所でのもめご と悩

みごと 等の相談に応じる「特設人 権相談所」を開

設します。

法務大臣より 委嘱をうけた 人権擁護 委員 が相

談を受付け 、内容の秘密は厳守されますの で、お

気軽にご 相談く ださい 。

卜･日時…12月10日（火）午前10畤～午後３眄まで

卜･場所 …国見町観月 台文化セン ター２階第 １会

議室

聴覚障害者巡回相談会のお知らせ

福島県障 害者総合福祉 セン ター主 催による 相

談会が開催されます。 相談を 希望さ れる方は､ 予

め予約が必要ですの で､保健福祉課福祉係までご

連絡く ださい 。

･・日時:12 月 ５日(木)13: 〔X〕～15:30

●･場所：観月台文化セン ター

･･相談内容

補聴器の要否･処方及び修理又は使用方法等

に関する相談

耳の疾病、聴力の 程度に関する 相談　など

※相談は無料ですの で､この機会にご利用くだ

さい

★問い合 わせ

保健福祉課福祉係　(  5 8 5 ) 2 7 9

１２
月
１
日
ダ
イ
ヤ
改
μ

快
速
で
仙
台
ま
で
便
利
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
1
2

月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

よ
り
、
福
島
～
仙
台
間
の

快
速
列
車
（
シ
テ
ィ
ラ
ビ

ッ
ト
号
）
を
増
発
し
。
上

り
下
り
各
２
便
を
藤
田
駅

に
停
車
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
藤
田

駅
か
ら
仙
台
駅
ま
で
は
、

快
速
を
利
用
す
る
と
所
要

時
間
5
5分
程
度
と
早
く
便

利
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
発
瞋
時
刻
が
改

正
さ
れ
て
い
る
便
が
あ
り

ま
す
の
で
改
正
後
の
時
刻

表
を
確
認
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
藤
田
駅

″`（
５
８
５
）
2
0
４
2

狩
猟
解
禁
に
な
り
ま
す

今
年
も
狩

猟
解
禁
日
の

Ｈ

月
1
5日
か
ら

翌
年
２
月
1
5

日
ま
で

、
全

国
一
斉

に

狩
猟
期
間

が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
鳥

獣
保
護
の
目

的
で
休
猟
区

と
な
っ
て

い

ま
し
た
国
見
休
猟
区
（
東

北
自
助
車
道
路
よ
り
北
側

で
か
つ
県
道
白
石
国
見
線

よ
り
東
側
の
区
域
、
た
だ

し
鳥
獣
保
護
区
で
あ
る
阿

津
貴
志
山
を
除
く
）
が
解

禁
さ
れ
、（

ン
タ
ー
が
入

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

北
山
組
合
よ
り

国
見
町
桑
折
町
有
北
山

組
合
で
は
、
九
月
二
十
九

日
開
催
の
定
例
議
会
に
お

い
て
、
平
成
十
三
年
度
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
額
は

歳
入

百
七
十

八

万
九
千
円

、
歳
出
百
六
十

六
万
円
で

、
収
支
差
引

き

十
二
万

九
千
円
の
黒
字

決

算
と

な
り
ま
し
た
。

ま

た
、
平
成
十
四
年
度

九
月

末
ま
で
の
執
行

状
況

に
つ

い
て
は
、
二
百
七

十

二
万
円

の
予
算
額
に

対
し

、

収
入

三
十
一

二
（

％

、
歳

出
十

六
・
九
％

が
執

行
さ

れ
て

お
り
ま
す
の
で

報
告

い
た
し

ま
す
。

古い 電話帳を回収します
ＮＴＴ東日本では12 月に 、斯しい電話

帳をお届けします。その際 、総資源の師

減の ために古い電話帳を回 収しておりま

すの で、配達艮にお渡しください。

なお渡せなかった方は後日回収に伺い

ますの で次まで連絡くださし廴

タウンページセンター
フリーダイヤル0120  ｰ  6  ｰ

結
婚
お
め
で
と
う

速
藤
　
大
帖
丿

朽
木
　
麻
美
？

鳥
　
取

誕

生

お

め

で

と

う

佐
藤

め
ぐ
み
ｙ
（
大
町
南

）

政

俊
ｊ

・
雅
恵
丿

佐
藤
　

愛
香
ｙ

（
板
橘

）

永

一
ｊ

・
香
丿

遠
藤
　

由
香
ｙ

（
鳥
取

）

一
浩
ｊ

・
智
江
子
丿

八
巻
　

莉
音
ｊ
（
第
７

）

純
一
ｊ

・
巧
美
７

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐

藤
　

貞

助

丿
8
1
（
宮
町
肉
）

古

田
　

泰

璽

バ
ｓ
（

山
崎
朏
）

熊

坂

ふ

ぢ

よ
7
8
6
（
内
諤

）

渡

邉
　

方

子
j
5
3
（
滝

山

）

徳

江
　

ユ

リ

。
J
9
2
（
。な

囚

）

岡

崎
　

武

治
j
7
2
（
｀
…
高

）

高

橋
　
　

一
j
7
8
（
宮
町
北
）

佐

藤
　

次

夫
j
6
5
（
人
町
北
）

大

波
　

茂

占

～
8
8
（
第

３

）

大

野
　

弘

右

７
ｓ
（
宮
町
北
）

（
1
0
月
末
日
ま
で

に
、
当

町

窓
口
で
受
付
し

た
方
で
、

住
所
を
有
す

る
方
を
掲
載

し

ま
し
た
。
）

掲載を希盟されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

12月の心配ごと棚談

５日巾 蚣滷 輝犬气

小西 僭lj` 叭

13 日惶丿 購廡 支人'４

ａ● 坪ｆ叭

２s日啝　E 敵　 戊 气

政lf l,･ |'･气

●場所 役場(  2  》 欟丿 室

●時間1･･  前 靆 時 一 「

人口と世帯
平成14 年10 月１日現在

人口1  帳 024人(   ー27 )

男5.293 人ｰ  3 )

女5731 人(  ー24 )

出生６人 死亡７人

転入14人 転出40人

世帯3.193 世帯( -23 )



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
( 585 ) 2676 FAX ( 585 ) 2707

芋
掘
り
と
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
ー

子
育
て
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
活
動
と
し
て
六

月
に
植
え
た
さ
つ
ま
？
の
収
穫

祭
を
十
月
こ
卜
七
日
に
行
い
ま

し
た
。
み
ご
と
に
成
長
し
た
芋

を

、
掘

り
起

こ
す

度

に
あ

ち
こ

ち

か
ら

歓
声

が
上

が

り
、

畑
は

大
賑

わ

い
で

し

た
。

お
父

さ
ん

逹

も
焼

き
芋

作
り

や

畑
な

ら
し

に

奮
闘

、
作

業
は

Ｆ

定
よ

り
‥Ｔ

く
終

え

る

こ
と
が

出
来

ま
し

た

。

作
業

の
後

は

、
楽
し

み

に
し

て

い
た

焼
き
Ｆ

パ
ー
テ

ィ

ー
で

す
。

ア

ツ
ア

ツ
の

ホ

ク
ホ

ク
し

て

あ
ま
Ｉ

い
’Ｅ

Ｅ
を

囗
い
っ

ぱ

い

に

頬
張

っ
て

ｆ

ど
も

達
は

、
満

足

顔
で
し

た
。
今

年

は
、

ピ
ー

ナ
ッ

ツ

も

一
緒

に
収

穫
し

た
の

で

、
茹

で

ピ
ー
ナ

ッ

ツ
も

ご
ち

そ
う
に
加
え
て
、
秋
の
味
党
を

存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

瓦
ヶ
月
間
に
渡
っ
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
活
動
は
、
今
年
も
鳥
橋
永

治
様
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
充

火
し
た
し
か
も
有
意
義
な
講
座

に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
先
生
と

遊
ぼ
う
！

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

十

月
二

‐
1
.
六
日

に
観

月
台

文

化

セ

ン

タ
ー

に
て

、
学

級
生

ミ

ト

ニ

名
参

加

の
も

と

、
ク
イ

ズ

大
会

と
災

語

指
導
助

予

ジ
ェ

ー

ム
ス

ー（

Ｉ

デ
ィ

先
生

と
一

緒

に
（

ロ
ウ

ィ

ン
グ

ー

ム
を
楽

し

み
ま

し
た

。

前

半
の

ク
イ

ズ
人

会
は

、
チ

ー
ム

対
抗

に
よ

り
全

六
十

問
の

１１Ｔ
押
し

と

○
×

ク
イ

ズ
で

順
位

を

競

い
合

い
ま

し
た

。

後

半
は

、
ジ

ェ
ー

ム

ズ
先
生

か

ら

「
「

ロ
ウ

ィ
ン

と
は

」
の

説

明

を
受
け

、

た
く

さ

ん
の
質

問

が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

次

に

目

玉

を
描

い

た
ピ
ン

ポ

ン
を

ス

プ

ー

ン
に

乗
せ

て
巡

ぶ

「
目
玉

レ

ー

ス
」

と
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ

ー

パ

ー

を
よ

り
早

く

ぐ
る

ぐ
る
巻

き

し

て
ミ

イ
ラ

を
作

る

「
ミ

イ

ラ

レ

ー
ス

」
。
か
ぼ
ち

や

を
く

り

ぬ

い
て
作

る

「
ラ
ン

タ

ン
も

ど

き

」

を
オ
レ

ン

ジ
色

の

紙
で
作

っ
た

り
、

ミ
カ

ン
に

マ
ジ

ッ

ク

ペ
ン

で
描

い

た
り
し

ま
し

た

。

ラ

ス

ト
ゲ

ー

ム
は
、

ひ

と
り

が

目

隠

し

を

し

て

み

ん

な

の

声

「
Ｕ

Ｐ
ｏ

Ｄ
Ｏ

Ｗ

Ｎ
ｏ

Ｌ
Ｅ

Ｆ

Ｔ
ｏ

Ｒ
Ｉ

Ｇ
Ｈ

Ｔ

」

を
頼

り
に

魔
女

の

顔

に
上

手
に

鼻
を

つ
け

る
外

国

版
福

笑

い
で
す

。

ジ

ェ

ー
ム

ズ
先

生

を
通

し
て

異
国

の
文
化

と
一一
。に
葉

に
触

れ
、

理
解

と

交
流

を
深

め

る
こ

と
が

で
き

ま

し
た

。

行事のお知らせ
(11 月) … … … … … … … … …… …

16日( 土) 国見町青少年健全育成推進町民大会

17日( 日) スポ少駅伝

18日( 月) 子ども移動図靈館(大木戸小)。

パソ コン 講習

19日( 火) 子ども移動図書館(藤田小2)

20日( 水) くにみ女性教室( 調理実習)

ｽﾃﾝ ﾄ ｸ゙ﾞﾗｽ 教室､パソコン鴣習。

子育て学習県民講座(森江野小)

21日( 木) 子育て学習県民講座(県北中)

22日( 金) パソコン講習

25日( 月) パソコン講習

26日( 火) 子ども移動図書館( 藤田3)

27日( 水) パソコン講習

29日( 金) 子育て教室(調理実習)

〈12月 〉 … … … … … …… … …… …

２日( 月) 休館日

３日( 火) 子ども移動図書館( 大枝小)

４日( 水) 子ども移動図晝館(小坂小) 。

ステンドグラス教室

６日( 金) 成人学級(講演)

８日( 日) 子どもまつり

９日( 月) 子ども移動図書館(藤田1)

10日( 火) 子育て教室(クリスマス折り紙)

11日( 水) くにみ女性教室(暮らしの折り紙)

12日( 木) 子ども移動図書館(森江野小)

阿津賀志学級( お話しの会)

14日( 土) 少年仲間づくり( 野馬観察)



リ
サ
イ
ク
ル

処
理
工
場
の
見
学

成
人
学
級

本
年
皮
の
成
人
学
級
の
学
習

内
容
の
一
つ
に
「
環
境
に
つ
い

て
の
学
習
」
を
収
り
入
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
第
一
回
の
学
習
と
し
て

『
ご
み

の
減

は
と
リ

サ
イ

ク

ル
』
に
つ
い
て
、
女
性
教
室
、

阿
津
賀
志
学
級
と
の
合
同
学
習

を
六
月
二
十
八
日
に
開
催
し
、

福
鳥
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
か
ら
、
各
地
で
の
ゴ
ミ
分
別

へ
の
取
組
・
減
硫
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
と
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
見
ら

れ
る
お
話
し
を
闘
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
第
二
回
目
の

学
習
と
し
て
、
咋
年
四
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
「
特
定
家
庭
用
機

器
再
商
品
化
法
（
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
）」
に
よ
る
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
等
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
る
の
か
を
宮
城
県
栗
原
郡
鶯

沢
町
に
あ
る
「
束
日
本
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
」
の
ｔ

場
を

ニ
ト
七
名
で
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
処
理
対
象
は
、
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
・

ｏ

Ａ
機
器
で
あ
り
、
ｒ

場
で
は
、

鉄
、
ア
ル

ミ
等
の
非
鉄
金
属
・

ガ
ラ
ス
等
を
同
収
し
て
再
資
源

化
す
る
と
と
も
に
、
冷
蔵
庫
、

エ
ア
コ
ン
か
ら
は
オ
ゾ
ン
層
を

破
壌
す
る
フ
ロ
ン
を
同
収
し
ま

す
。こ

の
一
巡
の
学
習
を
通
し
、

私
た
ち
も
資
源
循
環
型
社
会
へ

の
参
加
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

観月台文化情報

親子映画館｢ﾀﾞｲﾅｿｰ｣

と　き　12 月21 日(土)

13: ３０～

入場料 ３００円(!jt学生以上)

翳い合わせ●●・ 奪還寥雷●文化攤(  585 ) 2676

子どもまつり

さんかしゃぼしゅう

と　き　12 月８日（日)  9 : 30～１２：３０

ところ　 国見町 観月台文化センター

参加できる人は幼稚園児と小学生です

ないよう

☆人形劇サークル「エプロン」の

皆さんによる人形劇とゲーム

☆クリスマスの飾りつくり

☆クリスマスツリー飾り付け

☆クリスマスケーキづくり

（ケーキづくりは４年生以上です。

エプロンをもってきてね｜）

( 申込み先) １１月２２日(金)まで

学級担任の先生に申し 込んでください。

問い合わせ 観月台文化センタ ー 谷 585  ｰ  2676

ス
ポ
ー
ツ

秋を走り抜けました ～町内一周駅伝～

卜 月３日 、第２６回国見町内一周駅伝競走大会 が開

催さ れました。一 般の 部に９チーム、中学 生の 部に５
チームが出場し 、10 区間25.1 キロ を走り抜けまし た。

結 果は次のとおり 。

【一 般の 部】･･優勝　 藤田卜 準優勝　 森江野 ●３位

大木戸 【中 学生の 部】●優勝　 野球 部卜 準優勝　 チー

ムダブルドリブル●3 位　チームトラベリング【区間賞1

●一 般の 部　 佐藤 温史　 高橋豊 光　 佐藤 義則　遠藤朋

也　 羽根正子　 佐久間義弘　 田口 幸一　 斎藤誠　 中野

義夫　 鈴 木正人卜中学生の 部　 高橘信 樹　 佐藤 裕次郎
梅谷由 紀子　 太田民生　 大 波将也　 古川 未奈　 有馬

慶　春日俊光　 石川慎也　 後藤裕貴　 牧野裕巨

応
援
、
お
願
い
し
ま
す
。
～
郡
内
一
周
駅
伝
～

伊

達

郡

内

一

周

駅

伝
は

、
1
2

月
１

日

に

開

催

さ
れ

ま
す

。

蛎
野

町
沿
讖

を
ス

タ
ー
ト
匚
で

、

川

俣

、
月

舘

、

霊

山
、

梁
川

、

国
見

、

桑
折

、

伊

達
を

通
り

、

保

原

町

中

央

公

民

館

前

で

ゴ

ー

ル

し

ま

す

。
1
2
区

間

（

中

学

生

の

部

は
1
3
区

間

）

、
5
4

・
６

キ

ロ

の

コ

ー

ス

で

町

を

代

表

す

る

選

手

た

ち

が

タ

イ

ム

を

競

い

ま

す

。

国

見

町

内

は

、

梁

川

町

か

ら

徳

江

大

橋

、

森

江

野

小

、

泣

回

父
籌
点

、
国
見

虫

是
一
…
（
国

見
ガ
ス

前
）

、
丸
正

青
果
交

差
点

、
生
協

国
見
店

、
板
橋

交
差
点
を
通
り
ま
す
。

国
見

中
継

所
の
到

達
予
想

畤
刻
は

、
午

輿

川
時
3
5
分
頃

で
す
。
応
稀「

お
願
い
し
ま
す
。



国見ニュータウン

残り65区画分譲中

心
地
よ
さ

快
適
さ
を

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
ゆ
と
り
安
ら

ぎ
、
そ
し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街
、
国
見
二

ユ
ー
タ
ウ
ン
。
価
格
は
安
く
、
設
備
は
万
全
、
支

援
は
有
利
の
三

拍
子
に
加
え
、
代
金
支
払
条
件
が

緩
和
さ
れ
さ
ら
に
お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

契
約
時
に
購
入
代
金
の
1
0％

を
支
払
い

た
だ
き
、

残
り
は
３
年
以
内
の
分
割
に
よ
り
支
払
が
で
き
ま

す
。
ま
た

、
借
り
入
れ
に
よ
る
一
括
支
払
の
場
合

は
３
年
間
の
利
子
補
給
制
度
を
お
こ
な
い
ま
す
。（
１

千
万
円
を
限
度
に
２
％

に
つ
い
て
３
年
間
利
子
補

給
を
お
こ
な
い
ま
す
）

国
見
町

が
国
土
交
通
省
「
新
ふ
る
さ
と
マ

イ
ホ

ー
ム
推
進
事
業
」
の
補
助
の
も
と
、
し
つ
か
り
つ

く
つ
た
も
の
だ
か
ら

安
心
で
す

。
こ
の

機
会
に
、

心
地
よ
さ
、
快
適
さ
の
街
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

支払 条 件 大幅 緩和
契 約時に１割､'残りは ３年以内の分割

納入が可能に!

借り入れによる一括支払の場合は３年

間の利子補給制度新設

(1 千万円を限度に、２％について ３年

間利子補給) ＝

お申込 み・

お問い合わせ

国 見 町

企画商工課
谷 585・2927

おすすめポイント

ポイント ①

国 見町 がし っかり支援
ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事業として分譲斡旋を頂
いた場合、１区 画あたり30 万
円が支給されます。

ポイント②
建てると有利
Ｕ Ｉターン者建築推奨事業と
して土地家屋に関わる固定資

産税１ヵ 年分が交付されます。

現
在
6
5区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、

先
暦
順

に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま

す
。
建
築
期
間
の

制
限
は
無
く
、
将

来
予
定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め

に
も
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機

会
に
是
非
現
地
を
ご
覧
く
だ
さ
い

。

詳
細
は
右
記
へ

お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

立ち上がろうとする静物

県北中１年 武田紗由美

休憩中の電動工具

県北中１年 宍戸 彩頭
環境保護ポスター

県北中２年 古川 未奈

編
集
発
行

国
　

見
　
町
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加

小
さ
な
天
才
た
ち
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